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寺
川
眞
知
夫
教
授

略
歴

主
要
著
書
・
論
文
目
録

略
歴

昭
和
一
八
年

兵
庫
県
朝
来
市
生
れ

学
歴

昭
和
三
七
年

三
月

兵
庫
県
立
八
鹿
高
等
学
校
普
通
科
卒
業

昭
和
三
八
年

四
月

神
戸
大
学
文
学
部
入
学

昭
和
四
二
年

三
月

神
戸
大
学
文
学
部
文
学
科
国
文
学
専
攻
卒
業

昭
和
四
三
年

四
月

同
志
社
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
国
文
学
専
攻
修
士
課
程
入
学

昭
和
四
七
年

三
月

同
志
社
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
国
文
学
専
攻
修
士
課
程
修
了
・
学
位
文
学
修
士
を
授
与
さ
れ
る

平
成

九
年

五
月

学
位
博
士

(
文
学
)
(
神
戸
大
学

博
ろ
第
八
号
)
を
授
与
さ
れ
る

免
許
資
格
等

昭
和
四
二
年

四
月

高
等
学
校
教
諭
二
級
普
通
免
許

(
国
語
・
昭
四
二
高
二
普
第
二
三
〇
号
)
受
領

昭
和
四
七
年

五
月

高
等
学
校
教
諭
一
級
普
通
免
許

(
国
語
・
昭
四
七
高
一
普
第
二
二
号
)
受
領

平
成

八
年

八
月

大
学
設
置
・
学
校
法
人
審
議
会
教
員
組
織
審
査

同
志
社
女
子
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
日
本
語

日
本
文
化
専
攻
修
士
課
程
教
授
﹁
日
本
文
学
特
殊
研
究
Ⅰ
﹂
M
⃝合

平
成
一
一
年

九
月

大
学
設
置
・
学
校
法
人
審
議
会
教
員
組
織
審
査

同
志
社
女
子
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
日
本
語

日
本
文
化
専
攻
博
士
課
程

(
後
期
)
教
授
﹁
日
本
文
学
特
別
研
究
Ⅰ
﹂
D
⃝合

一



平
成
二
六
年
四
月

同
志
社
女
子
大
学
名
誉
教
授
の
称
号
を
授
与
さ
れ
る
︒

職
歴

昭
和
四
二
年

四
月

兵
庫
県
立
武
庫
高
等
学
校

(
定
時
制
)
国
語
科
教
諭
に
任
命
さ
れ
る

昭
和
四
六
年

四
月

神
戸
学
院
女
子
短
期
大
学
非
常
勤
講
師
を
委
嘱
さ
れ
る

(
昭
和
四
九
年
三
月
迄
)

昭
和
五
三
年
一
〇
月

金
蘭
短
期
大
学
非
常
勤
講
師
を
委
嘱
さ
れ
る

(
平
成
一
年
三
月
迄
)

昭
和
五
四
年

三
月

兵
庫
県
立

(
定
時
制
)
武
庫
高
等
学
校
を
依
願
退
職
す
る

昭
和
五
四
年

四
月

花
園
大
学
文
学
部
専
任
講
師
に
任
命
さ
れ
る

昭
和
五
五
年

六
月

樟
蔭
女
子
大
学
文
学
部
非
常
勤
講
師
を
委
嘱
さ
れ
る

(
昭
和
五
九
年
三
月
迄
)

昭
和
五
六
年

四
月

花
園
大
学
文
学
部
助
教
授
に
任
命
さ
れ
る

昭
和
五
九
年

四
月

花
園
大
学
学
生
部
長
・
評
議
員
を
委
嘱
さ
れ
る

(
昭
和
六
〇
年
三
月
迄
)

昭
和
六
〇
年

四
月

樟
蔭
女
子
大
学
文
学
部
非
常
勤
講
師
を
委
嘱
さ
れ
る

(
昭
和
六
三
年
三
月
迄
)

昭
和
六
二
年

四
月

姫
路
市
立
生
涯
学
習
大
学
校
非
常
勤
講
師
を
委
嘱
さ
れ
る

(
平
成
六
年
三
月
迄
)

昭
和
六
三
年

三
月

花
園
大
学
を
依
願
退
職
す
る

昭
和
六
三
年

四
月

同
志
社
女
子
大
学
短
期
大
学
部
教
授
に
任
命
さ
れ
る

昭
和
六
三
年

四
月

花
園
大
学
文
学
部
非
常
勤
講
師
を
委
嘱
さ
れ
る

(
平
成
一
年
三
月
迄
)

平
成

一
年

四
月

同
志
社
女
子
大
学
短
期
大
学
部
日
本
語
日
本
文
学
科
長
を
委
嘱
さ
れ
る

(
平
成
六
年
三
月
迄
)

平
成

一
年

四
月

同
志
社
女
子
大
学
学
芸
学
部
非
常
勤
講
師
を
委
嘱
さ
れ
る

(
平
成
九
年
三
月
迄
)

平
成

七
年

四
月

同
志
社
女
子
大
学
短
期
大
学
部
部
長
を
委
嘱
さ
れ
る

(
平
成
九
年
三
月
迄
)

平
成

七
年

四
月

光
華
女
子
大
学
文
学
部
非
常
勤
講
師
を
委
嘱
さ
れ
る

(
平
成
一
三
年
三
月
迄
)

寺
川
眞
知
夫
教
授

略
歴

主
要
著
書
・
論
文
目
録

二



平
成

九
年

四
月

同
志
社
女
子
大
学
学
芸
学
部
教
授
及
び
同
大
学
院
文
学
研
究
科
日
本
語
日
本
文
化
専
攻
教
授
に
任
命
さ
れ
る

(
大
学
設
置
学
校
法

人
審
議
会
教
員
組
織
審
査
修
士
課
程
教
授
⃝合
)

平
成

九
年

四
月

同
志
社
女
子
大
学
短
期
大
学
部
非
常
勤
講
師
を
委
嘱
さ
れ
る

(
平
成
一
二
年
三
月
迄
)

平
成

九
年

四
月

同
志
社
女
子
大
学
リ
ベ
ラ
ル
・
ア
ー
ツ
委
員
長
を
委
嘱
さ
れ
る

(
平
成
九
年
四
月
迄
)

平
成

九
年

五
月

同
志
社
女
子
大
学
企
画
広
報
部
長
を
委
嘱
さ
れ
る

(
平
成
一
一
年
一
二
月
迄
)

平
成
一
二
年

一
月

同
志
社
女
子
大
学
企
画
部
長
を
委
嘱
さ
れ
る

(
平
成
一
三
年
三
月
迄
)

平
成
一
二
年

四
月

同
志
社
女
子
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
日
本
語
日
本
文
化
専
攻
博
士

(
後
期
)
課
程
教
授
に
任
命
さ
れ
る

(
大
学
設
置
学
校
法
人

審
議
会
教
員
組
織
審
査
博
士
後
期
課
程
教
授
⃝合
)

平
成
一
二
年

四
月

大
谷
大
学
非
常
勤
講
師
を
委
嘱
さ
れ
る

(
平
成
一
四
年
三
月
迄
)

平
成
一
三
年

四
月

同
志
社
女
子
大
学
学
芸
学
部
長
・
同
志
社
女
子
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
長
を
委
嘱
さ
れ
る

(
平
成
一
八
年
三
月
迄
)

平
成
一
三
年

四
月

奈
良
女
子
大
学
大
学
院
人
間
文
化
研
究
科
非
常
勤
講
師
を
委
嘱
さ
れ
る

(
平
成
一
六
年
三
月
迄
)

平
成
一
三
年

七
月

財
団
法
人
奈
良
県
万
葉
文
化
振
興
財
団
理
事
・
同
万
葉
古
代
学
研
究
所
所
長

(
非
常
勤
)
を
委
嘱
さ
れ
る

(
平
成
二
三
年
三
月

迄
)

平
成
一
四
年

四
月

同
志
社
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
嘱
託
講
師
を
委
嘱
さ
れ
る

(
平
成
一
七
年
三
月
迄
)

平
成
一
四
年

四
月

同
志
社
女
子
大
学
学
芸
学
部
情
報
メ
デ
イ
ア
学
科
主
任
を
委
嘱
さ
れ
る

(
平
成
一
六
年
三
月
迄
)

平
成
一
五
年

九
月

高
知
大
学
人
文
学
部
非
常
勤
講
師
を
委
嘱
さ
れ
る

(
九
月
二
二
日
～
二
五
日
集
中
講
義
)

平
成
一
八
年

四
月

同
志
社
女
子
大
学
教
育
推
進
セ
ン
タ
ー
長
を
委
嘱
さ
れ
る

(
平
成
二
〇
年
三
月
迄
)

平
成
一
八
年

四
月

同
志
社
大
学
文
学
部
文
化
学
科
国
文
学
専
攻
嘱
託
講
師
を
委
嘱
さ
れ
る

(
平
成
二
〇
年
三
月
迄
)

平
成
二
〇
年

四
月

同
志
社
大
学
文
学
部
国
文
学
科
嘱
託
講
師
を
委
嘱
さ
れ
る

(
平
成
二
四
年
三
月
迄
)

寺
川
眞
知
夫
教
授

略
歴

主
要
著
書
・
論
文
目
録

三



平
成
二
一
年

三
月

同
志
社
女
子
大
学
表
象
文
化
学
部
日
本
語
日
本
文
学
科
な
ら
び
に
大
学
院
文
学
研
究
科
日
本
語
日
本
文
化
専
攻
博
士
課
程

(
前

期
・
後
期
)
教
授
を
定
年
退
職
す
る

平
成
二
一
年

四
月

同
志
社
女
子
大
学
表
象
文
化
学
部
日
本
語
日
本
文
学
科
な
ら
び
に
大
学
院
文
学
研
究
科
日
本
語
日
本
文
化
専
攻
博
士
課
程

(
前

期
・
後
期
)
特
任
教
授
に
任
命
さ
れ
る

平
成
二
一
年

五
月

梅
花
学
園
理
事
を
委
嘱
さ
れ
る

(
現
在
に
至
る
)

平
成
二
六
年

三
月

同
志
社
女
子
大
学
表
象
文
化
学
部
日
本
語
日
本
文
学
科
な
ら
び
に
大
学
院
文
学
研
究
科
日
本
語
日
本
文
化
専
攻
博
士
課
程

(
前

期
・
後
期
)
特
任
教
授
を
定
年
退
職
す
る

所
属
学
会

昭
和
四
三
年

四
月

万
葉
学
会
会
員

(
現
在
に
至
る
)

昭
和
四
三
年

六
月

古
事
記
学
会
会
員

(
現
在
に
至
る
)

昭
和
四
五
年

四
月

説
話
文
学
会
会
員

(
現
在
に
至
る
)

昭
和
四
五
年

四
月

訓
点
語
学
会
会
員

(
平
成
二
五
年
三
月
迄
)

昭
和
四
六
年

五
月

国
語
学
会
会
員

(
平
成
一
五
年
三
月
迄
)

昭
和
四
八
年

四
月

古
代
文
学
会
会
員

(
現
在
に
至
る
)

昭
和
四
九
年

七
月

美
夫
君
志
会
会
員

(
現
在
に
至
る
)

昭
和
四
九
年

八
月

伝
承
文
学
研
究
会
会
員

(
平
成
二
五
年
三
月
迄
)

昭
和
四
九
年
一
〇
月

全
国
大
学
国
語
国
文
学
会
会
員

(
現
在
に
至
る
)

昭
和
五
〇
年

七
月

日
本
文
学
協
会
会
員

(
平
成
二
五
年
三
月
迄
)

昭
和
五
四
年

四
月

仏
教
文
学
会
会
員

(
現
在
に
至
る
)

寺
川
眞
知
夫
教
授

略
歴

主
要
著
書
・
論
文
目
録

四



昭
和
五
五
年

四
月

上
代
文
学
会
会
員

(
現
在
に
至
る
)

昭
和
六
三
年

四
月

仏
教
文
学
会
常
任
委
員

(
平
成
二
五
年
五
月
迄
)

平
成

一
年

七
月

古
事
記
学
会
評
議
員

(
平
成
一
七
年
三
月
迄
)

平
成

六
年

四
月

仏
教
文
学
編
集
委
員

(
平
成
九
年
三
月
迄
)

平
成

六
年

六
月

和
歌
文
学
会
会
員

(
平
成
二
五
年
三
月
迄
)

平
成

七
年

九
月

説
話
文
学
会
委
員

(
平
成
二
五
年
五
月
迄
)

平
成

八
年

七
月

古
事
記
学
会
理
事

(
現
在
に
至
る
)

平
成

九
年

四
月

上
代
文
学
会
理
事

(
平
成
二
五
年
五
月
迄
)

平
成
一
二
年

六
月

仏
教
文
学
編
集
委
員

(
平
成
一
六
年
五
月
迄
)

平
成
一
三
年

七
月

全
国
大
学
国
語
国
文
学
会
理
事

(
一
九
年
六
月
迄
)

平
成
一
九
年

七
月

全
国
大
学
国
語
国
文
学
会
常
任
委
員

(
事
務
局
担
当

平
成
二
三
年
六
月
迄
)

平
城
二
三
年

七
月

全
国
大
学
国
語
国
文
学
会
常
任
委
員

(
平
成
二
五
年
六
月
迄
)

寺
川
真
知
夫
業
績
書

[

単
行
書
]

『
日
本
国
現
報
善
悪
霊
異
記
の
研
究
﹄

和
泉
書
院

一
九
九
六
年

三
月

『
古
事
記
神
話
の
研
究
﹄

塙
書
房

二
〇
〇
九
年

三
月

大
神
神
社
監
修
﹃
三
輪
山
の
大
物
主
神
さ
ま
﹄

東
方
出
版

二
〇
一
〇
年

一
月

寺
川
眞
知
夫
教
授

略
歴

主
要
著
書
・
論
文
目
録

五



[

共
編
著
]

新
井
栄
蔵
・
寺
川
眞
知
夫
・
渡
辺
貞
麿
共
編
﹃
叡
山
の
和
歌
と
説
話
﹄

世
界
思
想
社

一
九
九
一
年

七
月

坂
本
信
幸
・
寺
川
眞
知
夫
・
丸
山
顕
徳
共
編
﹃
古
代
の
歌
と
説
話
﹄

和
泉
書
院

一
九
九
一
年
一
一
月

石
橋
義
秀
・
寺
川
眞
知
夫
・
廣
田
哲
通
・
三
村
晃
功
編
﹃
仏
教
文
学
と
そ
の
辺
﹄和

泉
書
院

一
九
九
八
年

六
月

[

論

文
]

(
雑

誌
)

『
日
本
霊
異
記
﹄
の
原
撰
年
時
に
つ
い
て

国
文
神
戸

第
二
号

一
九
七
二
年

六
月

少
子
部
連
の
伝
承
形
成
に
つ
い
て

兵
庫
国
漢

第
一
九
号

一
九
七
三
年

三
月

説
話
と
事
実

︱
︱

『
霊
異
記
﹄
下
の
三
五
縁
を
め
ぐ
っ
て

︱
︱

同
志
社
国
文
学

第
九
号

一
九
七
四
年

二
月

『
日
本
霊
異
記
﹄
上
巻
第
七
縁
の
﹁
買
﹂
は
﹁
贖
﹂
の
省
文
か

説
話
文
学
研
究

第
九
号

一
九
七
四
年

六
月

説
話
と
昔
話
・
氏
族
伝
承

古
代
文
化

第
二
七
巻
第
八
号

一
九
七
五
年

八
月

老
僧
観
規
は
私
度
僧
か

︱
︱

奈
良
中
期
以
後
の
官
僧
の
一
面

︱
︱

解
釈

第
二
一
巻
第
九
号

一
九
七
五
年

九
月

椎
の
葉
に
盛
る
飯

︱
︱

有
間
皇
子
の
一
四
二
番
歌
の
解
釈

︱
︱

解
釈

第
二
一
巻
第
一
一
号

一
九
七
五
年
一
一
月

秋
山
の
樹
の
下
隠
れ
逝
く
水

解
釈

第
二
二
巻
第
二
号

一
九
七
六
年

二
月

『
霊
異
記
﹄
下
巻
六
縁
と
﹃
三
宝
絵
﹄
及
び
﹃
今
昔
﹄

同
志
社
国
文
学

第
一
一
号

一
九
七
六
年

二
月

山
部
宿
禰
赤
人
歌
の
﹃
み
さ
ご
﹄
と
﹃
な
の
り
そ
』
︱
︱

巻
三
︑
三
六
二
番
歌

︱
︱

兵
庫
国
漢

第
二
三
号

一
九
七
七
年

三
月

説
話
の
方
法

︱
︱

霊
異
記
と
伊
勢
物
語
の
女
が
鬼
に
食
わ
れ
た
話

︱
︱

水
門

第
一
〇
号

一
九
七
七
年

四
月

寺
川
眞
知
夫
教
授

略
歴

主
要
著
書
・
論
文
目
録

六



道
場
師
譚
の
形
成

萬
葉

第
九
七
号

一
九
七
八
年

六
月

序
文
・
文
体
・
説
話
配
列
よ
り
見
た
る
﹃
霊
異
記
﹄
の
性
格

水
門

第
一
一
号

一
九
七
八
年

八
月

『
日
本
霊
異
記
﹄
中
巻
三
縁
の
形
成

花
園
大
学
国
文
学
論
究

第
七
号

一
九
七
九
年
一
〇
月

景
戒
と
表
相

花
園
大
学
国
文
学
論
究

第
八
号

一
九
八
〇
年
一
一
月

尾
張
の
力
女
譚
の
形
成
と
伝
播

花
園
大
学
紀
要

第
一
二
号

一
九
八
一
年

三
月

亀
報
恩
譚
の
土
着

花
園
大
学
国
文
学
論
究

第
九
号

一
九
八
一
年
一
〇
月

『
日
本
霊
異
記
﹄
下
巻
一
三
縁
の
形
成

花
園
大
学
国
文
学
論
究

第
一
一
号

一
九
八
三
年
一
〇
月

『
霊
異
記
﹄
に
お
け
る
大
安
寺
関
係
説
話
の
考
察

︱
︱

中
巻
第
二
四
縁
を
中
心
と
し
て

︱
︱

花
園
大
学
国
文
学
論
究

第
一
二
号

一
九
八
四
年
一
〇
月

天
照
大
御
神

︱
︱

そ
の
神
名
の
成
立

︱
︱

花
園
大
学
国
文
学
論
究

第
一
三
号

一
九
八
五
年
一
〇
月

天
照
大
御
神
・
高
御
産
巣
日
神
司
令
型
降
臨
神
話
の
成
立

︱
︱

そ
の
即
位
式
・
新
甞
祭
・
大
甞
祭
と
の
か
か
わ
り

︱
︱

花
園
大
学
国
文
学
論
究

第
一
四
号

一
九
八
六
年
一
〇
月

御
津
の
崎
の
恐
し
こ
き
浪

︱
︱

二
四
九
番
歌
小
考

︱
︱

花
園
大
学
国
文
学
論
究

第
一
五
号

一
九
八
七
年
一
〇
月

老
婆
致
富
型
姥
棄
伝
承
と
文
献

民
話
と
文
学

第
一
九
号

一
九
八
八
年
一
二
月

黄
泉
国
と
根
之
堅
州
国

学
術
研
究
年
報

第
三
九
巻
Ⅳ

一
九
八
八
年
一
二
月

石
之
日
売
の
悲
し
み

古
事
記
年
報

第
三
一
号

一
九
八
九
年

一
月

天
皇
の
大
御
葬
に
歌
う
歌

学
術
研
究
年
報

第
四
〇
巻
Ⅳ

一
九
八
九
年
一
二
月

『
霊
異
記
﹄
蟹
報
恩
譚
の
考
察

同
志
社
女
子
大
学
日
本
語
日
本
文
学

第
一
号

一
九
九
〇
年

三
月

額
田
王
の
祭
儀
歌

同
志
社
女
子
大
学
日
本
語
日
本
文
学

第
二
号

一
九
九
〇
年
一
一
月

寺
川
眞
知
夫
教
授

略
歴

主
要
著
書
・
論
文
目
録

七



大
神
氏
の
祭
祀
権
掌
握
伝
承

大
美
和

第
八
三
号

一
九
九
二
年

七
月

万
葉
集
の
露

︱
︱

人
麻
呂
の
表
現
と
そ
の
背
景

︱
︱

美
夫
君
志

第
四
六
号

一
九
九
三
年

三
月

人
麻
呂
歌
の
水
泡
と
経
典

仏
教
文
学

第
一
七
号

一
九
九
三
年

三
月

石
清
水
八
幡
と
文
芸

国
文
学

解
釈
と
鑑
賞

第
七
二
四
号

一
九
九
三
年

三
月

神
身
離
脱
を
願
う
神
の
伝
承

︱
︱

外
来
伝
承
を
視
野
に
い
れ
て

︱
︱

仏
教
文
学

第
一
八
号

一
九
九
四
年

三
月

仏
像
霊
異
譚
の
受
容
と
変
容

︱
︱

日
本
霊
異
記
の
ば
あ
い

︱
︱

同
志
社
国
文
学

第
四
一
号

一
九
九
四
年
一
一
月

『
万
葉
集
﹄
の
橘

︱
︱

そ
の
表
現
の
展
開

︱
︱

同
志
社
女
子
大
学
日
本
語
日
本
文
学

第
七
号

一
九
九
五
年
一
〇
月

『
続
日
本
紀
﹄
の
宗
教

古
代
文
学

第
三
五
号

一
九
九
六
年

三
月

密
教
の
修
法
と
説
話

︱
︱

空
海
と
丹
生
・
高
野
明
神
と

︱
︱

説
話
文
学
研
究

第
三
一
号

一
九
九
六
年

八
月

天
神
諸
と
﹃
古
事
記
﹄
冒
頭
部

古
事
記
年
報

第
三
九
号

一
九
九
七
年

一
月

春
秋
優
劣
歌
の
表
現
手
法

同
志
社
女
子
大
学
日
本
語
日
本
文
学

第
九
号

一
九
九
七
年
一
〇
月

禅
師
の
恋

同
志
社
国
文
学

第
四
八
号

一
九
九
八
年

三
月

『
古
事
記
﹄
国
譲
の
神
話

︱
︱

国
譲
要
求
の
論
理

︱
︱

文
学
・
語
学

第
一
五
九
号

一
九
九
八
年

五
月

天
浮
橋
の
構
造
と
機
能

萬
葉

第
一
六
八
号

一
九
九
九
年

三
月

仁
徳
紀
聆
鹿
鳴
伝
承
の
意
味

文
芸
論
叢

(
大
谷
大
学
)

第
五
六
号

二
〇
〇
一
年

三
月

天
津
罪
国
津
罪
考

祭
祀
研
究

第
二
号

二
〇
〇
一
年
一
一
月

近
江
荒
都
歌

︱
︱

そ
の
表
現
の
背
景

︱
︱

万
葉
古
代
学
研
究
所
年
報

第
一
号

二
〇
〇
三
年

三
月

万
葉
集
に
見
え
る
仏
教
の
諸
相

駒
沢
大
学
佛
教
文
学
研
究

第
六
号

二
〇
〇
三
年

三
月

中
国
モ
デ
ル
の
庭
園
の
受
容
と
基
盤

日
本
文
学

第
五
二
巻
五
号

二
〇
〇
三
年

五
月

寺
川
眞
知
夫
教
授

略
歴

主
要
著
書
・
論
文
目
録

八



日
向
神
話
の
設
定

万
葉
古
代
学
研
究
所
年
報

第
二
号

二
〇
〇
四
年

三
月

旅
人
の
讃
酒
歌

︱
︱

情
と
理

︱
︱

万
葉
古
代
学
研
究
所
年
報

第
三
号

二
〇
〇
五
年

三
月

『
万
葉
集
﹄
の
宴
を
題
詞
に
も
つ
歌
︿
第
一
回
万
葉
古
代
学
研
究
所
主
催
共
同
研
究
報
告
﹀

万
葉
古
代
学
研
究
所
年
報

第
三
号

二
〇
〇
五
年

三
月

日
本
に
お
け
る
舎
利
伝
承
の
展
開

︱
︱

敏
達
紀
か
ら
﹃
今
昔
物
語
集
﹄
ま
で

︱
︱

万
葉
古
代
学
研
究
所
年
報

第
四
号

二
〇
〇
六
年

三
月

大
穴
牟
遅
神
と
稲
羽
の
素
菟

上
代
文
学

第
九
七
号

二
〇
〇
六
年
一
一
月

稲
荷
社
の
二
つ
の
い
わ
れ

大
伊
奈
利

第
一
七
二
号

二
〇
〇
六
年
一
〇
月

万
葉
歌
と
文
学
意
識

ポ
ト
ナ
ム

第
八
三
巻
一
一
号

二
〇
〇
六
年
一
一
月

伝
統
和
歌
の
開
花
と
叙
情
詩
の
登
場

︱
︱

『
万
葉
集
﹄
第
二
期

国
文
学

解
釈
と
鑑
賞

第
七
二
巻
第
三
号

二
〇
〇
七
年

三
月

万
葉
集
の
相
聞
歌
と
声
の
歌

同
志
社
女
子
大
学
日
本
語
日
本
文
学

第
一
九
号

二
〇
〇
七
年

六
月

古
代
三
輪
家
の
人
々
講
演
録

大
美
和

第
一
一
二
号

二
〇
〇
七
年

一
月

稲
荷
大
社
の
縁
起
と
神
仏
習
合

朱

第
五
〇
号
記
念
特
集

二
〇
〇
七
年

二
月

タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
・
ア
マ
テ
ラ
ス
・
伊
勢
神
宮

︱
︱

皇
祖
神
の
変
化
の
意
味
す
る
も
の

︱
︱

万
葉
古
代
学
研
究
所
年
報

第
五
号

二
〇
〇
七
年

三
月

歌
人
人
麻
呂
の
背
景

上
代
文
学

第
九
九
号

二
〇
〇
七
年
一
一
月

沈
痾
自
哀
文
と
患
文

万
葉
古
代
学
研
究
所
年
報

第
六
号

二
〇
〇
八
年

三
月

高
市
皇
子
挽
歌
誦
詠
の
場
と
儀
式

︱
︱

憶
良
の
日
本
挽
歌
を
参
考
に

︱
︱

万
葉
古
代
学
研
究
所
年
報

第
六
号

二
〇
〇
八
年

三
月

万
葉
人
の
自
然
観

ポ
ト
ナ
ム

第
八
五
巻
一
一
号

二
〇
〇
八
年
一
一
月

寺
川
眞
知
夫
教
授

略
歴

主
要
著
書
・
論
文
目
録

九



野
見
宿
禰
の
埴
輪
創
出
伝
承

万
葉
古
代
学
研
究
所
年
報

第
七
号

二
〇
〇
九
年

三
月

額
田
王
考

ポ
ト
ナ
ム

第
八
六
巻
八

(
一
〇
〇
〇
号
)

二
〇
〇
九
年

八
月

土
橋
寛
氏
の
古
代
歌
謡
研
究

國
學
院
雑
誌

第
一
一
〇
巻
第
一
一
号

二
〇
〇
九
年
一
一
月

狭
岑
の
嶋
の
石
中
死
人
を
視
て
作
る
歌

万
葉
古
代
学
研
究
所
年
報

第
八
号

二
〇
一
〇
年

三
月

『
万
葉
集
﹄
作
者
不
記
載
巻
四
巻
に
み
る
日
本
文
学
の
特
性

国
語
と
国
文
学

第
八
八
巻
第
二
号

二
〇
一
一
年

二
月

柿
本
人
麻
呂
の
旅

︱
︱

人
麻
呂
は
旅
に
お
い
て
風
土
を
ど
の
よ
う
に
表
現
し
た
か

︱
︱

万
葉
古
代
学
研
究
所
年
報

第
九
号

二
〇
一
一
年

三
月

古
事
記
の
成
立
論
に
つ
い
て

︱
︱

偽
書
説
を
め
ぐ
っ
て

︱
︱

國
學
院
雑
誌

第
一
一
二
巻
一
一
号

二
〇
一
一
年
一
一
月

伊
服
岐
能
山
の
神
と
倭
建
命

︱
︱

言
向
・
言
挙
を
視
野
に
入
れ
て

︱
︱

万
葉
古
代
学
研
究
所
年
報

第
一
〇
号

二
〇
一
二
年

三
月

『
万
葉
集
﹄
の
相
聞
の
性
格

萬
葉

第
二
一
三
号

二
〇
一
二
年
一
一
月

大
物
主
神
の
出
現

︱
︱

三
諸
山
の
神
大
物
主
神
は
な
ぜ
海
か
ら
出
現
す
る
の
か

︱
︱

大
美
和

第
一
二
五
号

二
〇
一
三
年

七
月

池
睿
訳
﹁
︽
﹁
沈
痾
自
哀
文
﹂
的
特
徴
︾
﹂
︿
﹁
沈
痾
自
哀
文
と
患
文
﹂
(
二
〇
〇
八
年
三
月
)
の
要
点
を
押
さ
え
纏
め
な
お
し
た
も
の
﹀

王
曉
平
主
編
﹃
國
際
中
國
文
學
研
究
叢
刊
』

第
二
集

二
〇
一
三
年
一
〇
月

『
万
葉
集
﹄
冒
頭
歌
二
首
に
み
る
古
代
人
の
心

ポ
ト
ナ
ム

第
九
〇
巻
一
二
号

二
〇
一
三
年
一
二
月

｢
大
物
主
神
の
神
名
と
性
格
﹂

大
美
和

第
一
二
六
号

二
〇
一
四
年

一
月

｢
魂
振
の
飛
鳥
宮
都
﹂

万
葉
古
代
学
研
究
年
報

第
一
二
号

二
〇
一
四
年

三
月

寺
川
眞
知
夫
教
授

略
歴

主
要
著
書
・
論
文
目
録

一
〇



(
書

籍
)

｢
捉
雷
縁
﹂
の
仏
教
的
意
味

︱
︱

固
有
神
の
衰
微
を
説
く
話

︱
︱

島
田
勇
雄
先
生
退
官
記
念
﹃
こ
と
ば
の
論
文
集
﹄

前
田
書
店

一
九
七
五
年

三
月

『
仁
徳
記
﹄
の
枯
野
伝
承
の
形
成

上
田
正
昭
編
﹃
土
橋
寛
先
生
古
稀
記
念
日
本
古
代
論
集
﹄

笠
間
書
院

一
九
八
〇
年

九
月

『
霊
異
記
﹄
の
文
字
考
証

︱
︱

上
巻
三
縁
の
金
杖
と
二
十
八
縁
の
破
損
文
字

︱
︱

島
田
勇
雄
先
生
古
稀
記
念
﹃
こ
と
ば
の
論
文
集
﹄

前
田
書
店

一
九
八
一
年
一
一
月

『
方
広
経
﹄
霊
験
譚
の
考
察

︱
︱

『
霊
異
記
﹄
下
巻
四
縁
の
場
合

︱
︱

『
日
本
霊
異
記
の
世
界
﹄

三
弥
井
書
房

一
九
八
二
年

六
月

因
果
の
具
現

︱
︱

『
日
本
霊
異
記
﹄
の
場
合

︱
︱

浜
千
代
清
・
渡
辺
貞
麿
編
﹃
日
本
文
学
と
仏
教
思
想
﹄

世
界
思
想
社

一
九
八
四
年

五
月

景
戒
と
外
教

黒
沢
幸
三
編
﹃
日
本
霊
異
記

︱
︱

土
着
と
外
来
﹄

三
弥
井
書
房

一
九
八
六
年

六
月

上
代
説
話
の
結
集

池
上
洵
一
・
藤
本
徳
明
共
編
﹃
説
話
文
学
の
世
界
﹄

世
界
思
想
社

一
九
八
七
年
一
一
月

群
書
類
従
本
﹃
耀
天
記
﹄
大
宮
縁
起
の
考
察

新
井
栄
蔵
・
三
村
功
晃
・
渡
辺
貞
麿
共
編
﹃
叡
山
の
文
化
﹄

世
界
思
想
社

一
九
八
九
年

六
月

瓊
缶
と
伊
企
難

神
田
秀
夫
先
生
喜
寿
記
念
古
事
記
・
日
本
書
紀
論
集

続
群
書
類
従
刊
行
会

一
九
八
九
年
一
二
月

神
話
・
伝
説
と
説
話

説
話
と
説
話
文
学
の
会
編
﹃
説
話
論
集
』

第
一
集

清
文
堂

一
九
九
一
年

五
月

説
話
の
外
来
と
土
着

本
田
義
憲
・
池
上
洵
一
他
編
﹃
説
話
の
講
座
一

説
話
と
は
何
か
﹄

勉
誠
社

一
九
九
一
年

五
月

寺
川
眞
知
夫
教
授

略
歴

主
要
著
書
・
論
文
目
録

一
一



琴
御
館
宇
志
丸
伝
承
の
考
察

新
井
栄
蔵
・
寺
川
眞
知
夫
他
編
﹃
叡
山
の
和
歌
と
説
話
﹄

世
界
思
想
社

一
九
九
一
年

七
月

景
戒
の
夢
解
と
仏
性
の
認
識

坂
本
信
幸
・
寺
川
眞
知
夫
他
編
﹃
古
代
の
歌
と
説
話
﹄

和
泉
書
院

一
九
九
一
年
一
一
月

雌
鳥
皇
女
・
女
鳥
王
伝
承
の
性
格
と
形
成

︱
︱

反
逆
伝
承
の
公
開
と
氏
族

︱
︱

梅
沢
伊
勢
三
先
生
追
悼
・
記
紀
論
集

続
群
書
類
従
刊
行
会

一
九
九
二
年

三
月

大
国
主
神
の
国
作
の
性
格
と
大
国
主
神
の
形
成

古
事
記
学
会
編
﹃
古
事
記
研
究
大
系
四

古
事
記
の
神
話
﹄

高
科
書
店

一
九
九
三
年

六
月

天
照
大
御
神
の
高
天
原
統
治
の
完
成

上
田
正
昭
編
﹃
神
々
の
祭
祀
と
伝
承
﹄

同
朋
社

一
九
九
三
年

六
月

相
応
和
尚
像
の
変
貌

新
井
栄
蔵
・
後
藤
昭
雄
編
﹃
叡
山
を
め
ぐ
る
人
々
﹄

世
界
思
想
社

一
九
九
三
年
一
〇
月

寺
社
縁
起

古
橋
信
孝
・
三
浦
佑
之
他
編
﹃
古
代
文
学
講
座
一
一

霊
異
記
・
氏
文
・
縁
起
﹄

勉
誠
社

一
九
九
五
年

六
月

因
果
応
報

︱
︱

日
本
霊
異
記

伊
藤
博
・
今
成
元
昭
他
編
﹃
仏
教
文
学
講
座
五

物
語
・
日
記
・
随
筆
﹄

勉
誠
社

一
九
九
六
年

五
月

霊
魂
観
と
伝
承
形
成

︱
︱

書
紀
と
霊
異
記
と

︱
︱

説
話
と
説
話
文
学
の
会
編
﹃
説
話
論
集
﹄

第
六
集

清
文
堂

一
九
九
七
年

四
月

仏
教
的
蘇
生
譚
の
土
着

上
田
正
昭
編
﹃
古
代
の
日
本
と
渡
来
の
文
化
﹄

角
川
書
店

一
九
九
七
年

四
月

祝
詞
﹃
遷
却
祟
神
﹄
を
奏
す
る
祭
儀

岡
田
精
司
編
﹃
古
代
祭
祀
の
歴
史
と
文
学
﹄

塙
書
房

一
九
九
七
年
一
二
月

寺
川
眞
知
夫
教
授

略
歴

主
要
著
書
・
論
文
目
録

一
二



御
衣
木
の
祟

︱
︱

長
谷
寺
縁
起

︱
︱

石
橋
義
秀
・
寺
川
眞
知
夫
他
編
﹃
仏
教
文
学
と
そ
の
周
辺
﹄

和
泉
書
院

一
九
九
八
年

六
月

柿
本
人
麻
呂

︱
︱

山
辺
万
葉

和
田
萃
編
﹃
古
代
を
考
え
る

山
辺
の
道

︱
︱

古
墳
・
氏
族
・
寺
社

︱
︱
﹄

吉
川
弘
文
館

一
九
九
九
年

三
月

磐
姫
皇
后
の
相
聞
歌

神
野
志
隆
光
・
坂
本
信
幸
企
画
編
集
﹃
セ
ミ
ナ
ー
万
葉
の
歌
人
と
作
品

第
一
巻
﹄

和
泉
書
院

一
九
九
九
年

五
月

大
八
嶋
国

︱
︱

そ
の
神
話
的
世
界
と
し
て
の
役
割

︱
︱

﹃
大
田
善
麿
先
生
追
悼
論
文
集
古
事
記
・
日
本
書
紀
論
叢
﹄

群
書

一
九
九
九
年

七
月

上
代
の
雨
の
表
記
と
表
現

西
宮
一
民
編
﹃
上
代
語
と
表
記
﹄

お
う
ふ
う

二
〇
〇
〇
年
一
〇
月

霊
異
記
下
巻
第
三
十
九
縁
と
そ
の
聖
君
問
答

池
上
洵
一
編
﹃
論
集

説
話
と
説
話
集
﹄

和
泉
書
院

二
〇
〇
一
年

五
月

悪
口
歌
応
酬
の
理
解

︱
︱

袁
祁
命
と
志
毘
臣
の
闘
歌

︱
︱

菅
野
雅
雄
博
士
古
稀
記
念
古
事
記
・
日
本
書
紀
論
究

お
う
ふ
う

二
〇
〇
二
年

三
月

『
霊
異
記
﹄
の
欲
邪
行
説
話

︱
︱

不
婬
戒
・
不
邪
婬
戒
と
霊
験
と

説
話
論
集
第

一
一
集

清
文
堂

二
〇
〇
二
年

八
月

崇
神
天
皇
の
大
物
主
神
祭
祀

同
志
社
大
学
国
文
学
専
攻
創
立
五
十
周
年

国
文
学
会
創
立
四
十
周
年
記
念
論
文
集

同
志
社
大
学
国
文
学
会

二
〇
〇
二
年
一
一
月

ス
サ
ノ
ヲ
の
性
格
と
誓
約

上
田
正
昭
編
﹃
古
事
記
の
新
研
究
﹄

学
生
社

二
〇
〇
六
年

七
月

ス
サ
ノ
ヲ
の
神
性

説
話
論
集
第
一
六
集

清
文
堂
出
版

二
〇
〇
七
年

七
月

寺
川
眞
知
夫
教
授

略
歴

主
要
著
書
・
論
文
目
録

一
三



神
武
天
皇

古
事
記
小
辞
典

勉
誠
社

二
〇
一
二
年
一
〇
月

[

書

評
]

長
野
一
雄
著
﹃
古
代
説
話
の
文
学
的
研
究
﹄

国
文
学
研
究

第
九
二
集

一
九
八
七
年

六
月

松
前
健
著
﹃
古
代
信
仰
と
神
祇
文
学

︱
︱

そ
の
民
俗
論
理

︱
︱
﹄

古
代
文
化

第
四
一
巻
五
号

一
九
八
九
年

五
月

平
成
六
年
国
語
国
文
学
界
の
展
望

(
Ⅰ
)
上
代
・
神
話

文
学
・
語
学

第
一
四
八
号

一
九
九
五
年
一
〇
月

青
木
周
平
著
﹃
古
事
記
の
研
究
﹄

国
語
と
国
文
学

第
七
二
巻
一
二
号

一
九
九
五
年
一
二
月

工
藤
隆
著
﹃
古
事
記
以
前
﹄

日
本
文
学

第
六
一
巻
六
号

二
〇
一
二
年

六
月

山
口
敦
史
著
﹃
日
本
霊
異
記
と
東
ア
ジ
ア
の
仏
教
﹄

大
東
文
化
大
学
日
本
文
学
研
究

第
五
十
三
号

二
〇
一
四
年

二
月

寺
川
眞
知
夫
教
授

略
歴

主
要
著
書
・
論
文
目
録

一
四


